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はじめに
芸術が，また文学が世の中に受け入れる条件を考えてみるとき，色々な要素がある c 少なく
とも，具体的には，今自までに「擾れているJ，1偉大であるjなどの賛辞を以て迎かえ入れら
れたものにはそれなりの理由がある。言うまでもなく，一時的に It憂れているよ「偉大であ
るjと認められたものが，やがてするうちに何らかの理由で歴史から置き去りにされるものも
ある。時代的な要因も「護れた芸術」である必然性の一つであるかも知れないが， 1時代jと
いうものはさして本質的でないことが多いc もしそうなちば，芸術の持つ普遍性を間い亘す必
要性が生じて来る。
20量紀のアメリカは，少なくともその前半の間，園内的にも，まして国際的にも繁栄を謡
歌した時期である。その時期にアメリカが生み出した文学試文学史の中でも格別の意味を持っ
ている。殊に，それまでの小説の分野での自覚ましいばかりの躍進が見られた。各々の文学の
分野に於いて見ると， Theodore Dreiserの小説， Eugene O'Neillの演劇， Robert Frost及び
Carl Sandburgの詩に代表される。非常に興味あることは，普IえばDreiserはドイツ， O'Neil1 
はアイルランド， Sandburgはスエーデンからの移民の子であり， RoるertFrostの出生地は
カリフォルニアであり，各々が中西部，東部に寓していた。このあたりは，時期的にいえば，
従来のアメリカに混在していた異費な，移埴された文化に独自のアメリカ的なものが表現され
るようになった。その結果として，詩の分野で言えば，替に 1900年代に入って， 1新しい詩j
に始まって， Poetic Renaissanceに象徴されるグループが異彩を放ったのである。
この論文では， 20世紀アメリカ詩壇の重鎮として，ともすれば相対比するところに位置す
る詩人であると理解されてきた二人の詩人t Carl SandburgとRobertFrostを取り上げる。
従来は，いずれもが全く同じ時代に生きたと言うだけで，明確に異なる詩人として二人を並
べ，異なる要素を取り上げることはおっても，類似性に関しては全くといってよい程に等関視
されてきた。揖々，再者lこは生きた時代，境遇など，実際に二人の詩の朗読を開いたことにあ
る人々の中には二人を護向している人も多い程であるが，各々は痛々しい程の神経費，じっと
文学の創作に必ずしも専念できなかった時があった。それ辻，経済的な事情と詩人としての自
負であることなど共通し，類似している o
Robert Frostの世に初めて出た詩 MYBUTTERFLYと， Carl Sandburgのそれ， IN 
RECKLESS ECSTASYの何れでもよい。各々の一つ一つを読み比べると華麗で、若さが脈打
っているのは偶然だけではなく，まったく両者には再じ感覚が生まれながらの感性，直惑な
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ど，感受性の類似をまざまざと見る思いがする。
MY BUTTERFL Y (from A Boy's Will ) 
The gray grass is scarce dappled with the snow ; 
Its two banks have not shut upon the river : 
But it is long ago --
Since first 1 saw thee glance， 
With all thy dazzling other ones， 
In airy dalliance， 
Precipitate in love， 
Tossed， tangled， whirled and whirled above， 
Like a limp rose-wreath in a fairy dance. 
(Poetry of Robert Frost， 28) 
T宜EIDEAL (from In Reckless Ecstαsy 1904) 
o star! radiant， glowing orb! 
Matchless， beautiful， scintillant! 
When the brute surged fierce and lust sought hold， 
And the minins that drag men down， 
Then thou didst shine， 0 qeen! star! 
(The Asgard Press) 
1917年，二人が初めて出会った。それは，それぞれ RobertFrostは43歳， Carl Sandburg 
は39哉の時であったc それから凡そ 50年の関 特に RobertFost は自分が教えたアーモス
ト大学， ミシガン大学を;まとめ，その抱ほぽアメリカ全土にわたって CarlSandburgその包
の詩人を招き，ともに詩の朗読や講演などの催しを行った。 RobertFrostの 'thebest living 
American poets'と言うリストには Linsay，Robinson， Lowell，言うまでのなく CarlSand-
burgがあった。初対語のとき，忽ちにして CarlSandburgはRobertFrostが気に入り，ミhe
strongest， loneliest personality among the poets today' (P. Niven， 747)と惑想をもらした。
RぬertFrost は確かに CarlSandるurgのことを多くの場合捧捨したりなどしたが， Carl 
Sandburgはその人の好さのために決して議論や口論にはならなかった。 RobertFrostは
Carl Sandburgに対して，ライバルとして惹かれるものがあったc 公に知られている人物像
にはいらつきさえ感じたと告吉する RobertFrostは，ここが重要な点であるが，余りにも
Carl Sandburgに白分自身との類1tJ，酷似の多さを知るようになったためであった。
この論文で辻，しかし'註格的な要素，行動に関してではなく，主にそれぞれの作品を通し
て，類献する点，共通する要素を具に検証することにする c
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20世紀になって，アメワカの詩の世界には，確かな新しい詩の息吹が感じちれたc アメリ
カの風土，アメワカの生活，アメワカの夢と現実を自由に歌うようになった。現代のアメワカ
詩が，アメリカ的世界の発見であったのと同時に，それは真の f新しいことiむの技術の需発
であったと言える。少なくとも，約半世紀の間，詩を読むことを忘れていたアメリカの読者
は，詩を読むことを知り，詩を読むことの楽しみを見い出した。詩を味あうのに，古典の知識
を必要としないことを知ったG 各々の歩む人生を知ってさえおれば長かった。少なくとも「詩
的用語jの知識は必要がなかった。このような現象が到来したとき， B常の言葉が詩として用
いられたことも注目されなければならない。 (Spiller，The New Poetry， 1171-4) 
ニューイングランドの出である EdwinArlington Robinson (1869-935)は世輯的な見方
からすれば，人生に敗れた人々について人生に対する後の皮肉，悲哀，軽蔑を込めた詩を苦に
出した (Spiller，157-60)。この詩人 E.A. Robinsonとは大きく違った， Robert Frostにつ
いて DavidE. Scherman & Rosemarie茸edlichによる LiteriαryAmericαは次の操に述べて
いる。
Like E. A. Robinson， Robert Frost was a trial blazer in American poetry， but un・
like him he writes with less despair of his N ew England. A Californianるybi抗h，it 
was characteristic of this lover of the countryside to turn his hand to farming when 
he had to earn a living. . . . Frost was saddened by the sight of a deserted home -一
the tragedy of land going back to wilderness一一 buthe has known also the delights 
of a ride in the snow， watching a young colt， birched on a hillside， or gathering hay ; 
and a deep， rich humor has helped him over the bitter moments. In factual， natural 
language he has brought a企eshnessinto American poetry一一-which until then had 
been staggering under the load of romantic sentimentality. 
(Scherman， 117) 
まさにアメリカと言う物質文明が撞度に繁栄を遂げた社会で，遥かな時が過ぎたEが求めら
れる場に身を重いて，詩作をした RoるertFrostがアメワカに追え入れちれた理由について考
えてみると，確かにアメリカ人の心は詩人が描き出す生活にノスタルジアを覚えるところにあ
った。
一方，その正反対の典型的な都会の一つ，シカゴに住まう人々の生き捧を生々しい迄に描い
た CarlSandburg はその息吹を直に感じるアメリカ人の心を揺さぶったからアメリカに容れ
られたと言える。再び、LiterαryAmericaに説明を求めると次の様である。
一位一
Deeply influenced by Whitman， Sandburg was first to speak for the tough， 
machine-bred Midwestern city people， and for the whole of modern America. 
(Scherman， 137) 
物賓文明とはかけ離れた田舎，便益から程遠い農場に身をおき，出間，辞地にあって，詩を
通して，自分を表現することに容易ならざる境遇を求め，生活の基礎 基盤をおいたと「看倣
されるj詩人豆obertFrostは精神的な仕事をやり遂げると言うことは時代に逆行しているよ
うに見えるが実のところ，貧しい農夫，その生活と言葉こそ RobertFrostが親しみを惑じ，
田園が本来の姿を取り戻すことにこの上ない喜びを惑じたのである。
CHRISTMANS TREES (from Mount，αin Interval ) 
The city had withdrawn into itself 
And left at last the country to the coun土ry;
When between whirls of snow not to come to lie 
And whirls of foliage not yet laid， there drove 
A stranger to our yard， who 100孟edthe city， 
Yet did in country fashion in that there 
He sat and waited til he drew us out， 
A-buttoning coats， toask him who he was. 
(Poetry， 105-6) 
さら高蓮な思想、を表現するにも RobertFrostはに平明な口語体を用いていることにも日を
向ける必要がある。
DESERT PLACES (from A Further Rαnge) 
Snow falling and night falling fast， oh， fast 
In a field 1 looked into going past， 
And the ground almost covered smooth in snow， 
But a few weeds and stubble showing last. 
The weeds around it have it - it is theirs. 
All animals are smothered in their lairs. 
1 am too absent-spirited to count ; 
The loneliness includes me unawares. 
And lonely as it is， that loneliness 
Will be more lonely ere it will be less -
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A blanker whiteness of benighted snow 
With no expression， nothing to express. 
They cannot scare me with their empty spaces 
Between stars - on stars where no human race is. 
1 have it in me so much nearer home 
To scare myself with my own desert places. 
(Poetry， 296) 
遠くに想、いを騒せて見るとき，安逸の日々の中にいるわが身を引き諦める思いがする。この
詩に接したいアメワカ人のずれの人々も心に描き出せる景色である。
これとは全く対照的な喧騒とエネルギー溢れる大都会の街，シカゴ1立大草原の真っただ中に
まさに突如として出現した一大新興都市である。あらゆる種類の人々が生活を営み，そこは文
明と野性の護交する激しいエネルギーが渦巻く喧騒とj騒然がある。大都市シカゴの姿，そこに
入り込まざるを得ない人々の姿を表わしている詩は南極端をなすものである。
SKYSCRAER (from Chicαg Poems) 
By day the skyscraper looms in the smoke and sun and has a souL 
Prairie and valley， streets of the city， pour people into it and they mingle 
among its twenty floors and are poured out again back to the streets， pariries 
and valleys. 
豆levatorsslide on their cables and tubes catch letters and parcels and iron 
pipes carry gas and water in and swage out. 
Wires climb with secrets， caロ'ylight and carry words，釘1dtell terrors and 
profits and loves - curses of men grappling plぉlSof business and questions of 
women in plots of love. 
(Complete Poems of Carl Sandburg， 31) 
シカゴの大都市にそびえ立つ摩天楼を散文体によって描写をし，どルデイングの建築，その
メカニズム，産業主義に組み込まれた人々，査から夜への景色の誰移が描き出されている。し
かしこれも所詮人聞が作り出した世界である新しい形の自然である。言うまでもなく，余りに
も強烈なまでの豪快さを以て始められる Chicagoは，民衆(ここでは主に無産階級の人々を
念頭にしている)の口語体を採り入れて，文学的用語とスタイルを避吋て，まさに詩の革命を
もたらした。そして，さらには SKYSCRAPERは結びのことばとして次のような「たましい
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を持っているjことを認めることで一暑の息吹を感じさせているG
By night the skyscraper 100ms in the smoke and 
the stars and has a sou1. 
2 
(CP， 32) 
PRAIRIE は Car1Sandburgの意識の中では，大都会シカゴと別に存在するものでiまな
く，次元としては連続する存在である。
PRAIRIE (合omCornhuskers) 
1 speak of new cities and new peop1e. 
1 tell you the past is a bucket of ashes. 
1 tell you yesteday is a wind gone down， 
a sun dropped in the west. 
1 tell you there is nothing in the world 
only an ocean of tomorrows， 
a sky oftomorrows. 
1 am a brother of the cornhuskers who say 
at sundown: 
Tomorrow is a day. 
(CP， 85) 
Robert Frost は確かに鮮やかに，明確に田園の生活を描写して， 20世紀のアメリカ人を惹
き付けた。このことはとりも直さずアメリカ人がノスタルジアを見つけることができたからで
ある。一方， Carl Sandburgの詩について言えば，読むものの体の中から湧き出るエネルギ
ーを感じさせたことがアメワカ人を魅了した要因であろう c この二人の詩人には大きな対比が
見られることは事実である。しかし，見逃してはならないことは，二人は共通して所謂， ofi-
cia1 1aureatesと言われ，国民的存在であったのは，それなりの理由があったからである。二
人の詩人に共通していることは，庶民性である。例えば，それぞれの詩の世界，そまLを搭写す
るために用いられる言葉そのものが余りにも庶民的な特徴，すなわち庶民性そのものである。
Robert Frostの詩は， Ezra Poundの詩などに比べて見ても非常に解り易く，親しみの持
てる世界が語られている。平凡な，しかもややもすれば日常性の中に見逃しているところを描
き出している。侍の奇も妙も見い出せないような自熱から，自常性から選んだものがー殺のア
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メリカ人，大衆に近づく弾みになっている。しかも， N ew Englandを描きながら，実は入関
の一般的なことに言及している c さらに，押し付けない謙子のモラルはむしろ問いかける姿勢
をとることで RoるertFrostの持つ魅力の秘審となっている。例えば，この RoむertFrostの
姿勢は，設に言及する HOMEBじRIAL~こも代表されている。死んだ子供に対して酷く悲し
む妻，余にも蕪神経な夫が争う場面が続くが，それも突如として切れてしまう。それ以後につ
いてはは読者に委ねられている。
BIRCHES (from Mount，αin 1 nterval ) 
When 1 see birchesるendto left and right 
Across the lines of straighter darker trees， 
1 like to think some boy's been swinging them. 
But swinging does't bend them down to stay 
As ice storms do. Often you must have seen them 
Loaded with ice a sunny winter morning 
After a rain. They click upon themselves 
As the breeze rises， and turn many-colored 
As the stir cracks and crazes their enamel. 
(Poetry， 121) 
ここに見る詩では， Robert Frostは少年時代の自常的な経験と反省を通して，詩人の特殊
な人生だけでなく 人間の共通の人生の本質的なものを象観していると言う様に理解できる。
日常性，具体性から離れることなく，普遍的なものを指向する象徴性を表わすことに成功して
いる。言い替えれば， N ew Englandの一部の真に小さな地方に孤立した生活を営みながら，
次第に普遍的な世界に広がりを奮している c
また， N ew Englandの農夫などが自常に使う詑りなどを取り込み，しかもやさしい会話調
を大いに活かしているところにその特骸が見られる。農民の用いる日常語の韻律を好んだこの
詩人の詩辻自常会話的であると言えよう。また，語棄の平易さはその詩の透明性;こも繋がり，
詩の素朴さが，関えばTHEPASTUREにも見られる。
THE PASTじRE(from The Poetry ) 
1'm going out to clean the pasture spring; 
1'1 only stop to rake the leaves away 
(And wait to watch the water clear， 1 may) 
1 shan't be gone long. - You come too. 
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I'm going out to fetch the little calf 
That's standing by the mother. It's so young 
It totters when she licks it with her tongue. 
1 shan't be gone long. - You come too. 
(Poetry， 1)
この詩で詩人 RobertFrost は2度も'you come too'と繰り返しているのは，アメワカ入へ
の呼び、かけである。拙い歩み 頼りない一人歩きを想起させる感じを醸し出す結果となってい
るc 自然の嵐物の一部を自に入れながら，其処にいない人物の存在を場面から想録できる。見
えない人関の存在，あるいは人間と生活の結び付きが十分に暗示されている。この素朴さが詩
の優美さを或り立たせる要因になっている c また， Robert Frostが取り上げている人々は多
くが名もない庶民で，お百姓，樵木，山男，職工，浮浪者など下屠階級の人々で，何時でも，
何処ででも出くわす様な人々であり，寂しい，みじめな境遇におかれた人達である c
A HUNDRED COLLARS (from A Boy云Will)
“Fourteen! You say so! 
1 can remember when 1 wore fourteen. 
And come to thin主1must have bac1王 athome 
More than a hundred collars， size fourteen. 
Too bad to waste them al. Y ou ought to have them. 
Sorry there is no cup to give you a drink. 
1 drink out of the bottle - not your style. 
Ma戸l't1 offer you - ?" 
(Poetry， 47-50) 
偶然に知り合った二人でありながら 一般大衆の典型的な人柄がにじみ出ているむここに取
り上げられている話題からは，大衆の常識であワ，また美智が醸し出されている。 謹め込んだ、
100本のタイを一緒に泊ま乃合わせた見ず知らずの人に与える心根はf憂しさ，温かさで表現で
きて，さらに近親惑を与えるむお酒を飲むにもコップがないむラッパ飲みで一口飲むように勧
める男に，むしろf荒ててそれを密わる"育景はほの;まのとした心の通い合いを表わしている。ま
さに司常性がにじみ出ている。
Carl SandburgはMiddleWestを背景にして，府、民の生活をしっかりと捉まえている。シ
カゴを中心にした辺りの労動者，商人，金融家，事務員， r手浪者，職工，やくざ， トラックの
運転手，沖仲仕など，所謂一般大衆が取り上げてられている。その人々が常に口にする卑語，
スラングを大垣なまでにその詩に叩き込んだのである。言うまでもなく，用いられている用語
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はcolloquialであり， easyとさえ思われるスタイルをとった詩を手にした一般読者は言うに
及ばず，文学者，批評家にでさえも大きを驚きと蕎撃を与えないでは措かなかったc しかし，
そのことが却ってアメリカらしく，大衆;こ覇I!染ませる要素にもなったと言えよう c
シカゴと言う大都会の騒音，色採は強くアメリカ人に訴えるものがあった。 CarlSandburg 
の詩は言うまでもなく，都市の描写だけでなく，人需に輿味の中心があり，まさに機械時代に
対する'増悪がヒューマニスティックな思想、の根底になっている。確かに CarlSandburgの詩
の中に辻荒々しい社会主義的な抗議も-00にはあるが，決してそれが全てではない。むしろ，
自然に対する優しい感受性が第一義的な要素である。自然に対してのノスタルジア，或いは柔
和なまでのもの柔らかな感覚がある。 CarlSandるurgの叙惇にはセンチメンタルなまでに素
直である。
FOG (from Chicαgo Poems) 
The fog comes 
on litle cat feet. 
It sits looking 
over harbor and city 
on silent haunches 
and then moves on. 
(CP， 33) 
これは CarlSandburgの叙i毒性を代表するものである。この禽潔さは却って大きな空間を
ほのめかしている。必ずしも短詩のゆえの類訟を意味すると言うことではなく，Carl Sandburg 
のFOGは， Robert FrostのDUSTOF SNOWを想起させないでは措かないc
DUST OF SNOW (from New HIαmpshire) 
The way a crow 
Shook down on me 
The dust of snow 
From a hemlock tree 
豆asgiven my heart 
A change of mood 
And saved some part 
Of a day 1 had rued. 
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(Poetry， 221) 
極めて純粋な自然詩であるが平明な写生に望まらず 読む者の心にしみる詩である。この
単純な出来事の中にまさにきらりと輝きをも放つ美を見い出し，自分自身を同化させている。
3 
確かなこと辻， Robert Frostの詩が，余り新奇，奇抜を好まない詩の読者，文学愛好家に
心穏やかな，穏)1買とも言える安定感を与えているo Robert Frostの多くの詩は，詩の定型に
従うことで，表現上，聴覚的効果を整えていることが非常な人気を得ることになったと言え
る。しかし， Robert Frostの詩は一見，言典的，更にはf云統的に見えてむしろ，実のところ
は，近代的な自由さを持ち，決して人生への壊疑も極端なまでの域に踏み込まず，実体，本賞
は保守的な立場とも言える範囲の中宥であり，一般読者は言うに友ばず，語建派を自認する知
識人の趣向に適うものであったo Robert Frostの詩作の後期に於ける詩の中には，いささか
教説的な傾向も見られるものもあるが，それでも，既に述べた様に，教事iはむき出しではな
く，また押し付けることもせずに，解釈は必ず読む人々に委ねられている。このことは Robert
Frostの魅力として，多くの愛好者を得てアメワカに受け入れられたと言える。批の事柄に関
しての論評として，最も適切に言い当てているのがLiterαryHistory of the United Stαtes by 
Spiller et al.であるc
The reader's excitement is aroused by the slow unveiling， the inevitable ap-
proach of the moment of complete disclosure. He soon finds his comprehension ad-
vancing on more than one level as he recognizes that physicl objects are changing 
into symbols， and that these are clues to the de句 ermeaning of the poem. Though 
Frost held with the romantics that a poem is an expression of an experience， his best 
poems are marvels of construction， the more exciting to the reader because their 
form seems to evolve before his eyes and ears. . . . Though he was one of the “new" 
poets， Frost worked his revolution in the surest way. "It's knowing what to do with 
things that counts." For a poet the only things he has to do with are rhythm， sound， 
and sense. 
(Spiller， 1195-6) 
この指捕は， 1日套， 1日習と言うより辻「革命jをやり遂げたとまで言うのは，些かおこがま
しさ，或いは，誇張が有り過ぎるとさえ感じられるが，それにしてもよく指摘される様に独自
の道を歩んだ詩人で、あると言うことは罰違いのない真実である。それで、も CarlSandburg は
優美さをいのちとする詩語とか洗練されたことばの雅語を全く蕪視し，生活感埼の吐露をする
のに口語体の散文で，詩の中に取り上げられる人々が日常口にするそのままのことば，それは
必然的にスラングの類でもあるが，新しいスタイルを結果としてとることになった。ある意味
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では従来の詩ないしスタイルからすると，いくぶん乱暴な表現法をとち，常にとは言わないま
でも，命令法などの詩があるのもその詩人の特徴であろう。
AT THE WINDOW (from Chicα:go Poems) 
Give me hunger， 
o you gods that sit and give 
The world its orders. 
Give me hunger， pain出ldwant. 
Shut me out with shame and failure， 
Give me your shabbiest， weariest hunger. 
PEARL FOG (Chicαgo Poems) 
Open the door now. 
Go roll up the collar of your coat 
To walk in the changing scarf of mist. 
(CP， 49) 
(CP， 54) 
しかし，言うまでもなく，がなり立てるかの様に，心の中iこ充満したものを患いのたけ，一
気に，せっつくかに言うばか乃で;まない。もの静かなものもある。 CarlSandburgの詩には
荒々しい粗暴さとも言える冨と静かで優しい面の 2つの要素がある。
COOL TOMBS (from Cornhuskers) 
Take any streetful of people buying clothes and groceries， cheering a hero or 
throwing confetti and blowing tin horns . . . tellme if the lovers are losers . . . telme if 
any get more than the lovers . . . in the dust . . . in the cool tombs. 
Carl Sandburgのスタイルについて言えば，散文的である。
FO茸YOU(from Smokeαnd Steel) 
The peace of great doors be for you. 
Wait at the knobs， at the panel 0むlongs.
Wait for the great hinges. 
The peace of great churches be for you， 
- 49-
(CP， 134) 
Where the plyers of loft-orgns 
Practice old lovely fragments， alone. 
The peace of great prairiesむefor you. 
Listen among windplayers in cornfields， 
The wind learning over its oldest music. 
4 
(CP， 267) 
Carl Sandもurgの詩を具に見ると，五、ずしも一切が，そして全ての詩が無定型と言う訳で
はない。 FORYOUなどは，確かに自由空ではあるが，むしろ，どちらかと言えば定型に近
づく意菌さえ何われる。 RぬertFrostが自由律に震対し，論争までしたことは余与にもよく
知られた話題であり，後年には両者が楽しい話題のーっとして，意冨的に取り上げたりもし
た。「自出律を書くなら，ネットのないテニスをやる方がましであるjと言った RobertFrost 
に， Carl Sandburgは反駁したが，定型詩と言える数々の詩も書いた。
自由詩 freeverseとは詩の伝統的な定型を守らないものの総称、であり，主として 20世紀に
なって発達したものである。詩型としては一定の脚韻，ワズム，ことばの高まり，詩的意図に
よって散文とは異なる。止ヒの意味では豆obertFrostも明らかにWhitmanの影響を受けてい
ると言える。言うまでもなく， Carl Sandburgに於いても摂りである。
Robert Frost ，ま 120世紀の文明と社会;こ強く抵抗して生きた詩人jと言うように一種の悲
壮感を以て解釈しようとする傾向があるが，必ずしもこれは当を得たものとは言い難い。常に
Waldenの森の生活を求めていたという訳ではない。むしろ RobertFrost は生計を営むこと
に多くの精力を費やしていた。出来るだけの範菌で，田園生活経験を持つことを強く願ってい
た。その召常生活を存縮に見るとき，果たして現実に NewEnglandの田園生活， 20世紀の
文明と社会に強く抵抗して生きる詩人の生活を実現するために，現実には如何ほどの時間が晃
い出せたのかを考察して，さらに熟考すると，必ずしも詩人 RobertFrostがその人生の大部
分を田菌思景の中，また NewEnglandの白熱の中に身を措いていたということにはならな
いc その£、要性も，また必然，[，主もないc ややもすると作品の詩の世界が詩人の生活であるよう
に受け止める危険性さえある。 RobertFrostの生活は余りにも留人主義的で、あったかも知れ
ないし，この事実は否定できないが，作品にはとューマニスティックな心i育が溢れている。ま
たRobertFrost は現代の感受性をやたらと誇示したりはしていない。一見，伝統的なもの，
古風さ，頑迷さが伺える様であるが，実のところそうではない。表面に見える詩型をとって見
ても，実は， 1:云統的な定型を守っているようで，その形式，韻律的脅成はむしろ柔軟で，変化
に富み，蕪韻詩に於いてもかな与邑出律に近い。言い換えれば， Robert Frost は既成の定型
に従うというよりは，そのリズム，割]韻の利点，すなわち面白さを最大張に活用することを楽
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しんだ詩人である c
さらに，例えばHOMEBURIALでは，死んだ子供への悲しみは極限に達している妻が，
無神経で，無感覚なまでの夫からは何の窓めも得られないc 外へ出て誰かに心の内を語ろうと
思うが，夫の方は我慢ならず，両方が頭なになるばかり。二人の間の溝は絶望的に深まるばか
りである。
HOME BURIAL (from North of Boston) 
“What is it ---what ?" she said. 
“Just that I see. " 
“You don't，" she challenged. “Tell me what it is. " 
“The wonder is I didn't see at once， 
I never noticed it from here before. 
“You don't know how to ask it. " 
“Help me， then. " 
(Poetry， 51) 
この詩を読み進むと 一見何の奇も変哲もないテーマで 極く普通の会話が交されているの
にも拘わらず，其処には人需生活の基本的な危機があり，男と女の心理の執掲な争いが搭かれ
ている。
同じことが CarlSandburgについても言える。 CarlSandburg自身，シカゴと言う巨大な
までの大都会に常に生きていた訳ではない。確かに，詩の中に搭かれた通りに，そこでの生活
もあったし，詩のなかの人々の大方の経験もしたし，見たし，当然のこととして登場する人々
と同じように惑じたりもしたはずである。大都会は CarlSandburgにとっては入関の作り出
した自然であ乃，シカゴと言う大都会の中に， Carl Sandburgの心には大草京さえも映った
のである。更に CarlSandburgの詩には，相矛君するような旋律の詩は読者を戸惑わせた
し，またそれが却って魅力として受け止められる結果にもなった。 RobertFrostとの間の
f戯れごとJの様に解釈できるが，二人の詩人が話題として，いつも取り上げた freeverse ~こ
関して言えば， Carl Sandburgにはジャーナリストとしての長い生活経験からの必然であろ
う。従って「論争」を挑まれた CarlSandburgは必ずしもさしたる論駁も，また反論もしな
かった。そして岳由に，気の向くままの言葉を感覚の韻種;こ乗せた詩をものにして，人間への
愛を描いたと言える。
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結びとして
Robert Frostは，新しいアメリカ詩の中心的な詩人として二人の詩人は EdgarLee Masters 
友び CarlSandburgであると認めていたが，必ずしも好感は持っていなかったc どちらかと
言うと， free verseに関わると言うことで，厳しすぎる程の意見を持ち，特に E.L.斑asters
に対しては Ifilledwith animus against his fellow American poetsJとして切り捨てる態度
を取った程である。しかも E.L. Mastersによる SpoonRiver Anthologyさえやがて消え去
る運命にある，とまで言い切ったのである c
Robert Frost はCarlSandburgに関しては， William Butler Yeatsと対比させて，各々
の詩について論評しているが，それも生き方から来ていると言う o RぬertFrostによれば，
W. B. YeatsとCarlSandburgのー穀大衆に対する態度が根本的;こ違い，そのことが各々の
詩に現わされていると言う。 CarlSandむurgi立大衆にはそれなワの生まれつきの才能が与え
ら紅ていると言う素振りをしているところがあると RobertFrost は言い， Carl Sandburgは
詩人よりは‘entertainer'と言って，詩の朗読会などで，その髪の毛も，報装も，ギターも気
iこ障ち，どのような些掘なことにも言い掛りさえつけたっ RobertFrost は憲法の下で、の摺人
の自由が行われる様子を見ることを顛い， Carl Sandburg は大衆の意思に基づく平等を願っ
たc そして， Robert Frost は CarlSandburgのfreeverseを次のような言葉で攻撃した 3
It's lil王eplaying tennis cross-country， without boundary lines or a net. 
You can play a better game with the net down --without the racket and bal1s --
but it ain't tennis. 
(Jeffrey Meyers， 81) 
しかし豆obertFrostがここで言おうとしたことは，とりも直さず「詩の定義jが異なり，
自分自身にとっては CarlSandburgの流議は詩ではない，と言いたいのである。
二人の詩人がした数限乃ないもcuturecircuits'が二人の関係，少なくとも友慢を雄弁に物
語るものと看倣される。 CarlSandburg はRobertFrostの 'agreatest competitor'であり続
けた。二人は年齢的に叢近しているし，ともに国民的詩人として年月を共に過ごしてきたが，
それでもまったく親しい間柄であることを見せなかった巴 1917年の最初の出会いから終生
I competitor Jとして受け止めていた RobertFrost はCarlSandburgについてことある毎に
冶etroutine'が取り出された。二人は詩人としても，宗教に関しでも，また家族的なあまりに
も宮人的な問題に関しても似通っていたがために，むしろ心で解り合い，言葉で「戯れごとj
をしてきたと言うべきであろう o Robert Frost はCarlSandburgもそうであったが，出来る
だけ何れのグループ，団体にも所寓することを避けた。しかし EzraPoundを嫌った Robert
Frostであったが， Carl Sandburgもそうであった様に，戦後の悲離については多くの努力を
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慢しまなかった。二人の詩人， Robert FrostとCarlSandburg は共に人間の基本的な愛をも
って生きた詩人であったc
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